




咲
い
た
、咲
い
た
、 

タ
ン
ポ
ポ
が
咲
い
た 

 

　
明
る
い
陽
ざ
し
を
浴
び
て
、緑
の
野
原

に
映
え
る
黄
色
い
花
々
。タ
ン
ポ
ポ
の
咲

く
水
辺
は
、春
を
象
徴
す
る
風
景
の
ひ

と
つ
で
す
ね
。一
口
に
タ
ン
ポ
ポ
と
言
っ
て

も
、ま
さ
に
多
種
多
彩
。日
本
だ
け
で
も

約
20
種
類
が
自
生
し
て
い
て
、大
別
す
る

と
、日
本
で
生
ま
れ
た
タ
ン
ポ
ポ
と
西
洋

か
ら
来
た
タ
ン
ポ
ポ
が
あ
り
ま
す
。
関
西

を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
在
来
種
は
、カ

ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
。
外
来
種
は
、セ
イ
ヨ
ウ

タ
ン
ポ
ポ
。
わ
か
り
や
す
い
名
前
で
す
。

カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
は
、ご
存
じ
の
よ
う

に
４
〜
５
月
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、セ

イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
花
は
、ほ
ぼ
一
年
中
咲

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
全
国
各
地
に
分
布

し
、今
で
は
在
来
種
よ
り
も
頻
繁
に
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

サ
ラ
ダ
、天
ぷ
ら
、コ
ー
ヒ
ー
、お
茶
、

み
ん
な
タ
ン
ポ
ポ 

 

　
タ
ン
ポ
ポ
は
、私
た
ち
の
目
だ
け
で
な

く
、舌
も
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
食
用

に
輸
入
さ
れ
た
も
の
が
広
が
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
の
が
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
で
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、サ
ラ
ダ
に
し
て
生
で
食
べ
る

の
が
一
般
的
だ
と
か
。日
本
の
タ
ン
ポ
ポ
に

比
べ
て
苦
み
も
少
な
い
よ
う
で
す
。
作
り

方
は
、い
た
っ
て
簡
単
。
き
れ
い
に
洗
っ
て
、

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
ち
ぎ
り
、ド
レ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
を
か
け
れ
ば
出
来
上
が
り
。

葉
と
茎
は
、水
に
さ
ら
し
て
ア
ク
抜
き
を

す
れ
ば
、よ
り
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

日
本
風
に
、天
ぷ
ら
に
し
て
も
良
い
で
す

よ
。タ
ン
ポ
ポ
の
根
っ
こ
で
、コ
ー
ヒ
ー
も
つ

く
れ
ま
す
。よ
く
洗
っ
て
天
日
で
乾
燥
さ

せ
、小
さ
く
切
っ
て
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
り
、

コ
ー
ヒ
ー
ミ
ル
で
粉
末
に
し
て
、お
湯
を

注
げ
ば
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
。
市
販
の
タ
ン

ポ
ポ
コ
ー
ヒ
ー
や
タ
ン
ポ
ポ
茶
な
ど
も
あ

る
よ
う
で
す
。 

 

出
会
う
た
め
の
約
束 

 

　
本
当
に
食
べ
た
く
な
る
ほ
ど
愛
ら
し

い
タ
ン
ポ
ポ
で
す
が
、摘
む
と
き
は
、た
く

さ
ん
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、手
で
少

し
だ
け
摘
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

河
川
敷
で
あ
っ
て
も
、み
ん
な
が
親
し
め

る
よ
う
特
別
に
手
入
れ
を
し
て
い
る
花

壇
な
ど
か
ら
は
摘
ま
な
い
よ
う
に
。
数
が

少
な
く
な
っ
た
在
来
種
も
、そ
っ
と
し
て

お
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。こ
の
先
も

ず
っ
と
、タ
ン
ポ
ポ
と
出
会
う
た
め
の
約

束
で
す
。 

タ
ン
ポ
ポ
っ
て
、お
い
し
草
し
草 

タ
ン
ポ
ポ
っ
て
、お
い
し
草 そ

う 

カンサイタンポポ 
（在来種） 

セイヨウタンポポ 
（外来種） 

タンポポの見分け方 

この総苞（そうほう）の外辺が、 
反り返っているのが外来種で、 
上を向いているのが在来種。 

！？ 





　
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
の
水
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、Ｂ
Ｙ
Ｑ（
財
団
法
人 

琵
琶
湖
・
淀
川
水
質
保
全
機
構
）で
は
、Ｂ
Ｙ
Ｑ
が
取
り
組

ん
で
い
る
様
々
な
活
動
を
通
じ
、流
域
で
水
環
境
保
全
に
関
わ
る
人
た
ち
の
よ
り
緊
密
な

交
流
・
連
携
を
目
指
し
て
、第
２
回
目
と
な
る
「
Ｂ
Ｙ
Ｑ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
２
０
０
６
」

を
平
成
１８
年
２
月
４
日
に
、み
や
こ
め
っ
せ（
京
都
市
勧
業
館
）で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
交
流
会
に
は
、５０
を
超
え
る
市
民
団
体
の
方
な
ど
、１５０
名
以
上
が
参
加
し
、流
域
内

交
流
の
輪
を
よ
り
一
層
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

参加・協力いただいた市民団体一覧 

活動報告・発表会 
BYスタンプラリー協賛グループなど51の市民団体の方に、会場内に展示したポスターを使って、日頃の活動に 
関する報告や発表をしていただきました。 

BYQネットワーク 
交流会2006　 
を開催しました！ 

東近江水環境自治協議会 
滋賀県安土町 

蒲生野考現倶楽部 
滋賀県日野町 

水と文化研究会 
滋賀県志賀町 

メダカの学校 小田分校 
滋賀県近江八幡市 

草津塾 
滋賀県草津市 

子どもネッワークセンター天気村 
滋賀県草津市 

びわこ豊穣の郷 
滋賀県守山市 

レイクポイント・カヌークラブ 
滋賀県高島市 

琵琶湖ネット草津 
滋賀県草津市 

里山保全活動団体　遊林会 
滋賀県東近江市 

ぼてじゃこトラスト 
滋賀県大津市 

子どもと川とまちのフォーラム 
京都府京都市 

白川源流と疏水を美しくする会 
京都府京都市 

有栖川を考える会 
京都府京都市 

鴨川を美しくする会 
京都府京都市 

クリーン白川の会 
京都府京都市 

明神川美化保存会 
京都府京都市 

日野川水辺の会 
京都府京都市 

街の探検隊 
京都府京都市 

カッパ研究会 
京都市京都市 

桂川生物保全ネットワーク 
京都府京都市 

桂川流域ネットワーク 
京都府京都市 

やましろ里山の会 
京都府南山城地方 

川の会・名張 
三重県名張市 

地域と自然 
三重県名張市 

依那古体験隊 
三重県伊賀市 

鵜殿クラブ 
大阪府高槻市 

天の川を清流にする会 
大阪府枚方市 

「ええことネット」交野ケナフの会 
大阪府枚方市 

ひらかた星垂の会 
大阪府枚方市 

淀川愛好会 
大阪府寝屋川市 

ねや川水辺クラブ 
大阪府寝屋川市 

琵琶湖・淀川水系を考える会 
大阪府大阪市 

大和川を守る会 
大阪府大阪市 

近木川流域自然大学研究会 
大阪府貝塚市 

安威川の自然を守るネットワーク 
大阪府茨城市 

近畿水の塾 
大阪府大阪市 

ふるさ都・夢づくり協議会 
大阪府大阪市 

大阪・水かいどう808 
大阪府下 

大阪水都再生基金 
大阪府大阪市 

淀川水系の水質を調べる会 
大阪府大阪市 

西淀自然文化協会 
大阪府大阪市 

環境教育技術振興会 
大阪湾沿岸 

きしわだ自然友の会 
大阪府岸和田市 

人を自然に近づける　川いい会 
大阪府茨木市 

人と自然とまちづくりと 
大阪府大阪市 

猪名川・神崎川水質研究グループ 
兵庫県川西市 

川西自然教室 
兵庫県川西市 

一庫ダム飲み水を守る会 
兵庫県川西市 

たかすネイチャー 
兵庫県西宮市 

流域ネット猪名川 
兵庫県川西市 

基調講演（中野加都子  神戸山手大学助教授） 
日本とドイツの文化の違いを通じた、環境に優しい 
水の使い方についてお話をしていただきました。 





色いろ見えるの？魚の眼 色いろ見えるの？魚の眼 

わ
か
り
ま
せ
ん 

 



この誌面では、BYQネットワークで活躍されている市民団体にスポットを当て、 
その活動内容をレポートします。今回は、『鴨川を美しくする会』の杉江貞昭 
事務局長にお話しを伺いました。 

 

鴨川を美しくする会 
ＢＹスタンプラリーとは、協賛グループの活動に参加して 
　スタンプを集め、事務局に送付していただくと、素敵な 
　 景品を差し上げるというもの。これまで約1200人の 
　 方がご応募くださいました。また協賛グループは、53 
　の市民団体と19の水関連施設で構成されています。 
　（平成18年2月末現在） 

BYQネットワーク 
　　　　　　　　　　協賛グループの紹介 

 
京都の伝統産業である友禅流しを 
模した「第3回世界水フォーラム」 
の巨大な歓迎サイン 

2006年で第32回を迎える 
「鴨川茶店」 

毎年約15万人が訪れる「鴨川納涼」 

小学校でお話をされる杉江事務局長 

杉江貞昭事務局長 

　春は桜が咲き、夏は鮎が泳ぎ、秋は紅葉に染まり、

冬はユリカモメが飛来する、鴨川。古都千二百年

の歴史とともに流れてきたこの川は、今も市民の

憩いの場であり、京都を代表する名所の一つで

もあります。ところが、市内を縦断する河川だけに、

とても汚れていた時期がありました。 

　「水は工場排水などで汚染され、川畔にゴミが

散乱し、木陰にはタンスまで捨てられている始末。

山紫水明の地であるはずが、人も魚も寄りつきま

せん。美しい鴨川を取り戻そうと地域住民が立ち

上がり、『鴨川を美しくする会』が結成されました。

1964年、東京オリンピックの年です」と、杉江さ

ん。会の4代目の事務局長であり、京都河川美化

団体連合会の幹事を務めておられます。 

　「まずはゴミ拾いからです。クリーンハイクと

称する清掃活動を3カ月毎に行いましたが、捨て

る人と拾う人とのイタチごっこ。これは意識の問

題ではと、69年の夏、美化啓発活動『鴨川納涼』

を開催し、河川敷に啓発コーナーや夜店を設けま

した。また、川面を眺めながら料理を楽しむ、歴

史ある『鴨川納涼床』に、多くの市民が鴨川に親

しみました。現在は150団体を超す協賛・協力を

得て、約15万人が訪れる、京の夏の風物詩です。

73年の春からは、川沿いの紅しだれ桜を観賞す

る『鴨川茶店』も開催しています。今では他府県

からの観光コースにもなっているんですよ」 

　もちろん清掃活動も継続・発展中で、94年秋には、

さまざまな団体や企業の参加を募り、第1回『合同

クリーンハイク』を実施。多い年には1,700名以上

の規模になるそう。鴨川は、徐々にその美しさを取

り戻しました。 

　「毎年秋の活動として、もう一つ、小学校の総合学

習の一環で、子どもたちと『鴨川の水質や水生昆虫

の実態調査』を行っています。次代を担う子どもた

ちに、自然の大切さを理解してもらいたいのです。

他府県の中学生が、私の元へ研修に来ることもあり

ます。後日、“地域の川の美化に取り組み始めました”

という便りをもらうのは、本当に嬉しいものです」 

　杉江さんらの活動は、小学校の社会科の教科書や

副読本、百科事典などにも取り上げられています。

さらには、外務省の招請で、中国や韓国のテレビ局

も取材に訪れました。結成42年。現在、委員26名、

個人会員48名、団体会員約280団体。まさしく、鴨

川を美しくしてきた会です。 

　「私たちは、“きっかけ”をつくってきたにすぎま

せん。少しずつ力が集まって、やっと一つの形にな

るのです。この美しい川が、自然と共生できる社会が、

未来に継承されることを切に望みます」と話す杉江

事務局長。それは、私たちみんなの願いでもあるは

ずです。 



17号の「環境へのアプローチ」でご紹介した大阪新阪急ホテルのご好意で、環境保全の取り組みにより 
節約できた費用を当機構にご寄付いただいております。水質浄化研究事業などに活用しています。 








